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東日本大震災1年 63世帯本紙調査
東
日
本
人
震
災
か
ら
■
年
を
前
に
、
神
戸

新
聞
社
が
兵
庫
県
内
に
避
難
し
て
い
る
被
災

者
６３
世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
、
心

身
の
不
調
を
訴
え
る
家
族
の
い
る
世
帯
が
５

割
超
に
上
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。半
年
前
と

比
べ
、ス
ト
レ
ス
が
「変
わ
ら
な
い
Ｌ
悪
化
し

た
」
と
答
え
た
世
帯
も
全
体
の
６
割
を
超
え

て
お
り
、〈
マな
お
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
る
避
難
者
の
現
状
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。

（２５
面
に
詳
報
、

２７
面
に
関
連
記
事
）

津
波
や
原
発
の
影
響
で
心

身
の
不
調
が
続
く
家
族
の
有

無
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

３４
世

帯

（５４
％
）
が

「い
る
」
と

回
答
。

「特
に
影
響
は
な
か

つ
た
」
は
‐９
世
帯

（３０
％
）

で
、

「全
員
が
震
災
前
に
戻

っ
た
」
は
５
世
帯

（８
％
）

に
と
ど
ま
っ
た
。

半
年
前
と
の
比
較
で
は
、

「変
わ
ら
な
い
」
が
３０
世
帯

（４８
％
）
で
最
も
多
く
、
「悪

化
し
て
い
る
」も
Ю
世
帯
（１６

％
）
。

「６
回
も
自
費
で
転

居
し
、
東
京
電
力
の
賠
償
の

見
通
し
も
立
た
ず
、
不
安
ば

か
り
」

（福
島
県
富
岡
町
の

男
性
、

３３
歳
）
や
、

「津
波

で
妻
を
失
っ
た
。
時
間
が
過

ぎ
る
ほ
ど
寂
し
さ
が
募
る
」

（宮
城
県
女
川
町
の
男
性
、

８３
歳
）
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

心
身
の
主
な
症
状

（
複

数
回
答
）
で
は

「普
段
よ
り

イ
ラ
イ
ラ
す
る
」
が
１９
人
と

最
多
で
、

「眠
れ
な
く
な
っ

た
」

（・７
人
）
▽

「体
調
不

良
」

（１３
人
）
▽

「地
震
や

津
波
の
場
面
が
よ
み
が
え

る
」

（■
人
）
▽

「泣
く
機

会
が
増
え
た
」

（１０
人
）
「

が
続
い
た
。

一
方
、
心
療
内
科
な
ど
専

門
家
の
助
言
を
受
け
て
い
る

の
は
７
世
帯

（Ｈ
％
Ｙ
に
と

村
上
典
子

・
神
戸
赤
十
字
病

院
心
療
内
科
部
長
の
話
　
被
災

地
か
ら
遠
く
離
れ
た
避
難
者

は
、
津
波
や
原
発
事
故
の
■
次

ス
ト
レ
ス
に
加
え
、
行
政
の
支

援
や
周
囲
の
理
解
が
得
に
く
い

な
ど
の
２
次
ス
ト
レ
ス
が
あ

り
、
心
身

へ
の
リ
ス
ク
が
高
い
。

今
は
元
気
で
も
２
、

３
年
後
に

不
調
を
訴
え
る
人
も
い
る
。
周

囲
が

「も
う
大
丈
夫
」
と
判
断

せ
ず
、
い
つ
で
も
つ
ら
さ
や
悲

し
み
を
は
き
出
せ
る
よ
う
、
長

期
的
な
見
守
り
が
必
要
だ
。

ど
ま
り
、
相
談
相
手
が
い
な

い
ま
ま
ス
ト
レ
ス
を
家
族
や

個
人
で
抱
え
込
ん
で
い
る
実

態
も
浮
か
ん
だ
。

震
災
後
の
避
難
生
活
で

は
、

３９
世
帯

（６２
％
）
が
今

も
家
族
が
離
れ
離
れ
に
暮
ら

し
て
い
る
。主
な
理
由
は
「震

災
前
は
３
世
代
７
人
で
暮
ら

し
て
い
た
が
ヽ
地
元
に
仕
事

が
あ
る
夫
、
娘
と
別
れ
て
暮

ら
し
て
い
る
」

（福
島
県
南

相
馬
市
の
女
性
、

５９
歳
）
な

ど
。
生
活
の
た
め
に
家
族
分

離
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
経
済

面
に
加
え
ヽ
精
神
的
に
も
追

い
詰
め
ら
れ
て
い
る
避
難
者

が
目
に
つ
く
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
２
月
中

旬
、
兵
庫
県
内
に
避
難
す
る

約
■
０
０
世
帯
に
用
紙
を
配

布
し
た
。
元
の
居
住
地
は
、

福
島
県
が
最
多
の
３３
世
帯
▽

宮
城
県
２２
世
帯
▽
岩
手
県
、

千
葉
県
が
各
３
世
帯
▽
茨
城

県
２
世
帯
。
避
難
し
た
理
由

は

「原
発
の
影
響
」
が
３７
世

帯
で
最
も
多
く
、

「
津
波
や

地
震
で
家
が
倒
壊
」
が
７
世

帯
、
仕
事
探
し
な
ど

「そ
の

他
」
が
９
世
帯
だ
っ
た
。

（木
村
信
行
）

//↑
＼
、


